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福岡大学病院における第１例目の脳死肺移植レシピエントの麻酔経験
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　要旨：われわれは，福岡大学病院で第１症例目の脳死肺移植の麻酔を経験したので報告する．症例は 

３２歳の男性で，閉塞性細気管支炎により以前から肺移植の適応として登録されていた．肺移植は脳死者か

らの左肺の片側肺移植が行われた．麻酔はミダゾラム，フェンタニル，ベクロニウムを用いた全静脈麻酔

で行った．人工心肺を用いることなく分離肺換気のみで肺移植を終えた．術中に異常な低酸素血症や肺高

血圧をきたすことなく麻酔管理できた．
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